
八
朔
や
身
に
い
く
た
び
の
い
な
び
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
稲
光
の
ス
リ
ル
は
嫌
い
で
は
な
い
。
思
い
出
し
た
景
が
あ
る
。

あ
る
年
の
花
火
の
夜
「
一
天
俄
か
に
か
き
曇
り
」
と
は
こ
の
こ
と

か
、
と
思
う
よ
う
な
雲
行
き
で
、
西
の
空
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。

閃
光
が
走
り
、
目
の
前
に
椰
子
の
木
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
立
っ
た
。

光
り
と
共
に
信
じ
難
い
爆
音
が
続
き
、
世
の
中
は
こ
ん
な
に
明
る

い
の
か
と
思
う
ほ
ど
に
、
暗
闇
の
中
で
い
く
た
び
も
稲
光
に
照
ら

し
出
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
抜
け
る
よ
う
な
雨
脚
が
走
っ
た
。
は
っ
き

り
と
し
た
形
の
、
稲
妻
の
衝
撃
的
な
美
し
さ
に
見
惚
れ
た
。 

　
八
朔
は
旧
暦
八
月
朔
日
。
朔
日
は
一
日
。
つ
ま
り
旧
暦
の
八
月

一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
陽
暦
で
は
九
月
初
旬
に
当
た
る
。
湘
子
の

好
き
な
「
秋
は
じ
め
」
で
あ
る
。
秋
口
の
雲
へ
の
思
い
入
れ
が
深

く
、
そ
れ
を
最
も
感
じ
る
「
八
朔
」
の
季
語
を
好
ん
で
使
っ
た
。 

１
９
８
３
年
（s58.09.01

作
）
第
六
句
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一
個
』
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野
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